










Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja



























































































































































































































した。特に ｢地域 ･ 民族固有の知｣ の部分は新し
い視点として注目されています。西洋文化だけで
はない地域にも適用するという内容が含まれてい
ます。
　その上で、ソーシャルワークは、生活課題に取
り組み、ウェルビーイングを高めるよう、人々の
さまざまな構造に働き掛けるアプローチであるこ
とが明確に示されることになりました。
　二つのグローバル定義に共通して、相談援助で
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あればソーシャルワーカーとクライアントの関
係、そしてニーズのある福祉に欠ける状態にある
人に対しては制度や社会支援を使うという「支援
の三角形」が考慮されます。その上で、その周囲
にある社会に対する社会変革や社会開発が重要な
意味を持っています。ここで注目してほしいのは、
社会に働き掛けていくのはソーシャルワーカーの
みならず、当事者、たとえば障碍を持つクライア
ントの皆さん方が、ソーシャルワーカーとパート
ナーシップを組んで働き掛けていくということが
重要であるという視点です。
　以上を踏まえて、ソーシャルワークには二つの
タイプがあります。①直接実践のソーシャルワー
ク（相談援助にプラスアルファのもの。今日の当
事者主体のソーシャルワークを含む）。またその
先にある社会を一緒に変えていく、社会の仕組み
を変えていくために、②マクロ実践ソーシャル
ワークです。社会を変え、発展させ、制度化・法
制化する、福祉プログラム開発と評価などの取り
組みがあることをご理解いただければと思いま
す。
　今年の大会では「希望としてのソーシャルワー
ク」をテーマとして、副題に「当事者主体の支援へ」
を取り上げます。「当事者主体」と「希望」の関
係について、当事者は福祉制度・サービスの利用
者であることは前提ですが、それだけでなく、被
災した住民、特に東日本大震災の中では、それぞ
れの状況におかれた一般住民も支援が必要な状況
にあります。「誰かがクライアントである」とは
言えない状況になっています。その中には、ワー
カーなどの支援者も含まれています。
　「当事者主体の支援」は、「リカバリー」という
支援関連概念で整理することができるでしょう。
「リカバリー」とは、「福祉サービスのクライエン
トあるいはその他の方々が、それぞれの自己実現
やその求める生き方を主体的に追求するプロセス
のこと」を指します。クライエント・当事者はも
ちろん、それだけではなく住民、そしてソーシャ
ルワーカー自身もが対象となります。自信を無く
している、生活の根幹が崩れて大変になっている
ところに加えて、専門性としての自信をなくして
いるワーカー自身も、リカバリーを目指すべき対
象になります。それぞれの当事者サイドから自分
たちが望む解決を求める、それをコミュニティ ・ー
共同体の中でお互いが支え合って実現して行くこ
とが目指され方向性を議論できればと思います。
　支援目標としての「リカバリー」、これは主に
精神保健領域で主に注目されている概念ですが、
このリカバリーということにすべての人たちが目
指していく、社会全体がリカバリーを考えていく
ことが求められています。支援目標としての「リ
カバリー」は今や国際的には福祉の中核的な概念
になっています。
　リカバリーの構成要素は、さまざまに定義がさ
れます。アメリカの連邦政府の報告書では「リカ
バリー」の１０の構成要素がまとめられています
（アメリカ連邦政府 SAMHSA､ 2004）。すなわち、
「自己決定権」「個別的であり、当事者主体」「エ
ンパワメント」「全人的であること」「リカバリー
は直線的でない」「ストレングスを基盤とする」「ピ
ア・サポート」「敬意をもって接される」「自分自
身の健康維持に責任」、そして「希望」です。「希
望としてのソーシャルワーク」、そして「当事者
主体の支援」をつなぐ一つの重要な概念として、
「リカバリー」に注目して行く必要があるでしょ
う。
　この大会では、基調報告のあと、全国的に有名
になった「べてるの家」の中核的な存在である向
谷地生良先生から「生きる苦労を取り戻す～べて
るの家 30 年の歩みから」というテーマで記念講
演を頂きます。「リカバリー」で取り戻す対象が「生
きる苦労」です。それぞれの人たちの「リカバリー」
を考える上で、「取り戻すものは『生きる苦労』
である」という示唆に富む位置づけがされていま
す。これは「生きる上でのチャレンジ」と置き換
えることができるかもしれません。「べてるの家
の３０年の歩みから」という副題が付き、大変魅
力的なご講演をいただく予定にしています。
　また明日の午前中には、「災害と当事者性」と
いうテーマでシンポジウムが開かれます。被災者
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の生活再建に大きな課題があり、それが長期化し
ている。そのことに対して、被災したすべての当
事者の皆さん方の当事者文脈において、個別の課
題にどう向き合っていくのかということについて
議論をしていただくことになっています。
　また、分科会の中では、「災害ソーシャルワー
クと生活困窮者支援」という課題での報告と討論
が行われます。被災地のソーシャルワーカーの
「声」、障がい者の減災対策、生活困窮者支援の取
り組みが取り上げられる予定になっています。
　この大会全体を通じて、「希望としてのソーシャ
ルワーク」を基軸に据えながら、それぞれの関わ
る関係者の当事者性、当事者主体の支援を念頭に
おいて、すべての分科会・セッションにおいて、
議論を進めていただければ幸いです。
　その成果は、２日目最後に行われるクロージン
グで共有して頂けるとありがたく思います。先ほ
ど事務局長から紹介がありましたように、スタ
ンプラリーで四つ集まると粗品が贈呈されますの
で、ぜひ２日間を通じてご参加いただければと思
います。
　今大会では、その他にさまざまな工夫を凝らし
ています。大会テーマを２日間にわたり、しっか
り議論する仕組みを作りました。その一つとして、
シンポジウムを設定し、しっかり議論することに
しました。また、今日の午後は、「木田賞」、「Ａ
ＤＳＷ」の実践スピーチを、授賞式と別にしっか
り皆さん方に聞いていただく。在学生の皆さん方
はぜひお聞きください。先輩たちがどのようにい
い実践をして賞を受けたのか、しっかり受け止め
ていただければと思います。
　また、学生企画が４件あります。さまざまな資
格課程である同期会の交流分科会が設けられてい
ます。海外スタディーツアーがあります。一般演
題は２日間にわたっていて報告者の交流会が行わ
れます。また、総会と懇親会などが一緒にジョイ
ントで行われるという新しい取り組みもあります
ので、ぜひ２日間、しっかり楽しみながら参画し
ていただければと思います。
　時間になりましたが、社大が育成したいソー
シャルワーカー像、学生の皆さん方にも何度か見
てもらっていますが、その中に少し書き加えまし
た。「困難に対して希望のある、そしてそれぞれ
に有効な解決策を利用者ごとに、あるいは社会的
地域に明確に提示し、解決できる力量ある質の高
いソーシャルワーカーを育成する」、これが「希
望としてのソーシャルワーク」を踏まえた提起、
われわれが目指していくソーシャルワーカー像に
なると思います。
　生涯にわたって自己の資質を高めていくこと
を、今日参加している同窓生の皆さん方がまさに
実践されています。在学生の皆さん方は、この場
で先輩たちの優れたお話に触れながら、自分たち
の将来像をぜひ思い描いていただければと思いま
す。
　本学には、専門職としての資質を高めていこう
という気持ちを持っている皆さんが、その資質と
力量を高まっていくさまざまな仕組みを設けてい
ます。大学院や、実践現場を支援する実習教育研
究・研修センターの取り組みです。
　本学会は、卒業生、在学生、教員が交流する三
位一体の場です。ぜひ２日間、この学会にしっか
り楽しみながら参加して、いい交流をしていただ
ければと思います。私の話は以上です。どうもあ
りがとうございました。
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